












要約 川崎病の免疫病態を明らかにするために,サイトカインである TNF(tumor necrosis 

factor),IFN 一 γ ( γ interferon) お よ び IL-2 反 応 系 の 産 物 で あ る

IL-2R(interleukin-2receptor)の面から検討した。川崎病では血清中 TNF,IL-2R および

IFN-r はいずれも高値を示した。また冠動脈病変のあるものに TNF の検出率が高かった。

このことは,川崎病における血管炎の発症および重症化がTNFあるいはTNFとIFN-rの協同

作用によってもたらされている可能性を示唆している。 


